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声楽教育における⾳楽理論と教則本の意義
―楽譜を総合的に読み解く―

Significance of Music Theory and Practice Books Used in Vocal Education

                    ─ Comprehensive Reading of Sheet Music ─ 

             
                                                                            

⾳ 楽 に 志 を の は 、 ⾳ 楽 理 論 、 ⾳ 、 新 曲 の ソ ル フ ェ ー ジ ュ の 学 を す た
め の 、 そ を に け そ の に く の ⼤ 学 で は 、 学 で ⾳ 楽 理 論 ソ ル フ ェ ー ジ ュ の

出 、 そ た に の た め の 学 で 、 た 楽 曲 の か い
か 本 の 同 に 、 本 は 楽 曲 に で 、 本 を い か に

く す か に い に 本 で は の 学 の を 、 楽 譜 を 的 に
読 み 解 く と の 性 と ⾳ 楽 理 論 本 の 義 を か に す と を ⽬ 的 と す た 、 そ の 学 を い
か に に い く か 、 で の み を す

ー ー ド 声 楽 ⾳ 楽 理 論 楽 典 本 ソ ル フ ェ ー ジ ュ

め
nterpretation と い う ⾔ 葉 に は 解 釈 、 、

演奏、説明 と い う 意 味 が あ る が 、 こ れこそが演
奏家の役割 で は な い だ う か 。

楽譜を 々 な ⾓ 度 か ら 解 釈 し 演 奏 する為に
は、⾳楽理 論 、 ソ ル フ ェ ー ジ ュ を 学 、さらに
演奏技術を に 付 け る こ と が 必 要 で ある。

⾳楽理論 と は ⾳ 楽 を 学 で 必 要 な や
を理論 て て 説 明 し て あ る も の だ が、その

で、ま 、楽 典 と い う 楽 譜 を 読 み きする知識
を学 ことに な る 。 様 々 な 楽 典 の があり、
その くは⾳ の よ り ま る が 、 のような

味 い き 出 し の が あ る 。

  ⾳楽の芸 術 は 、 作 曲 、 演 奏 、 の
者によって し 、 作 曲 家 と 演 奏 家 が のもの
として す る よ う に な っ た の は 1 紀から
で、それ以 前 の 作 曲 家 と 演 奏 家 は 、 ⼀ で
あることが か っ た こ れ に ともない演

奏理論も発 したが、そもそも演奏の とな
る 楽 譜 は な も の で 、 お よ そ namik

や Agogik 度 な ど で し か 表 現 で き な
い。したがって楽譜を じて作 の 意味を
理解する必要があり、そこで作 に する解釈
が問題になってきた 作 が楽譜の で

されたものである以 、演奏に しても
な ⼒しかもっておら 、いかに

的な解釈に しようとしても作 の 実な 現
には 度がある。また、現 の の 様
に する 応性にも 度があり、必 しも
の様 を 実に 現することが演奏のす てで
あるとは⾔えない。演奏は芸術的表現 為であ
るから、演奏家の 由な 性や個性が出るの
は 然であり、むし そのことに な解釈に
よる演奏であるならば、必 しも作曲家の意
や 様 に されることなく、 由な芸術

が 能である i
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と られてい る 。 こ れ は 、 し て 楽 譜 を無
して 由に演奏 す る の で は な く 、 な 解釈と
は、単に楽典の知 識 だ け で は な く 、 楽 譜 を総合
的に読み解かな け れ ば い け な い と い う こ とであ
り、その為に読 み 解 く 知 識 で あ る 楽 典 を ま 学

ことが必要 と え る 。 様 々 な ⾓ 度から
楽譜を読み解け ば 、 演 者 の 性 や 個 性 が
と演奏に表れるの で あ る 。

そこで、 ある声楽教則本を使い 、 そ の 性
を しながら楽 典 と の 性 を 明 に し 、楽曲
を演奏する で の 楽 典 と 教則本の 必 要 性 を声楽
教育の から し て み る 。

と
により の い は あ る が 、 楽 典 の な

内容は のとお り で あ る 。
⾳
譜表と⾳
⾳ と
リズムと ⼦
⾳程
⾳

⾳
さ、 さ、 曲 、 奏 に す る 表

と
⾳とは で あ り 、 た が う ⾳ 楽 の⾳は
さを伴う 楽⾳ と い い 、 は い く もの
⾳を含む。演奏 す る 楽 には 様 々 な も のがあ

るように、楽⾳ に は さ 、 さ 、 ⾳ の の
要 がある。声楽 に お け る 楽 ⾳ ま り
声 は、声帯の で あ る こ と を 識 し、そ

の さ、 さ、 ⾳ を で ント ー ルしな
くてはならない 。 ソ ル フ ェ ー ジ ュ に お い て、
曲 唱の 題では 必 声を使うため、声楽以
の楽 の奏者も発声の み を あ る程度 知って
おく必要がある と え る 。

では、声はど の よ う な み に よ っ て 発 ら
れるのか 単に て み る。 か ら気 を っ
て 気が ってく る と 、 ( )の の

の声帯が じ て さ る こ と に よ って声
のもとが作られ る 。

そして、その が までの声 を さ る
ことにより、声が発 られるのである。なお、
気では声帯は いている。 の で声が

する を といい、 に ら
れる。

声帯の にあり に 能する も重
    要な である。

に⼤ な で 的に
    できるので ント ールしやすい。

⾳や、 、マ 、ンの⾳を使う
    に さ る である。

i i

【 図 】 の

【 図 】 ⾳ 作

このように声帯が に じて すること
によってできた声は で き、 ⾳を含ん
だ な声となる。とりわけ 楽 演奏は歌唱
と するとこ が くあると、トラン ト
奏者の リ アン ーン ト は

の でこのように 唱している。

  歌 と じように、 た 楽 奏者
は、 の さな ― た の場合は、声帯
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ではなく で あ る ―を さ な け ればなら
、 の の と こ で 切な 気の⼒を

するために を使わな く て は な ら な い。
の ⾳ を歌う 前 に の に ⾳ を

の で ⾳ 楽 を く i i i

とあるように ⾳ は で あ る こ と を 識し、声
を出す に ⼒んだ り 、 そ の の にならな
いようにす る 。 ま た 、 ー ジ し た ⾳を の
に こと は 、 さ 、 さ 、 ⾳ 、 を作り出す
ために重要 で あ り 、 そ の ⾳ 声 が ー
を奏でるの で あ る 。

ー の に ⾳ 楽 に は 、リズム、ハーモ
ニーの重要な 要 が あ る 。⾳ や の と

が み合わさ れ 、 そ れ が あ る で たれる
に ってリズムと な る 。 演 奏 す る にあたっ

て、この を感じ る こ と が と て も ⼤切である。
さらに、こ の に 理 的 な が わり、 り

されること に よ っ て 、 ⼦ 、 ⼦などの
⼦となる 。単な る ⾳ の さ で は な く 理的な

である こ と を し て お き た い 。な なら
楽曲を演奏 す る で 、 必 し も ⼦ の を⼤
きな⾳で演 奏 す る 必 要 は な い か ら で ある。そし
て、 じ ⼦ で あ っ て も 、 え ば ⾳楽
とフラン ⾳ 楽 で は ⼦ の感じ⽅の相 があ
ることなど を り る 必 要 も ある 。

その ⼦に っ て 演 奏 さ れ る ー は、
楽典では⾳程、⾳ 、 そ し て ⾳へと して
い く。⾳程に は と が あ るが、その

前に 問 を こ と な く で 的に
問題を解い て い く 。 そ こ に や に
いて く ら れ る こ と は な い 。 と
の いは、ア ラか ア 伴奏か によって、
⾳程の り⽅に す る は で あ る が、 な
がら、楽典 の 学 と 演 奏 が す る ことがしば
しばある。

そこで、 楽 典 の 学 を 、 の 論ではなく
演奏に繋 て い く ために教則本を ど のように
かすかが重要 で あ る 。

さて、⾳楽を演奏する楽 は様々あり、その
楽 により 様な教則本がある。声楽は楽 が

であることで 性が にくく、 さらに
⾔葉 があるのが ⼒であり でもある。

それを する教則本に ール ー ン
ン ン ー や、 タリア の歌詞の
いた ル トー マル ージ などがあ
る。 でも ール ー ン ン は声楽を
す者以 でもソルフェージュ教 として使⽤さ
れ、リズム、⾳程、 性を学 教則本で、声楽
を す者には無くてはならない である。
ここで各教則本の や使い⽅を する。

ール ー ン ン
で Chor ungen Chor 合唱

ungen 練習 と き、 ュン ン⾳
楽学 合唱練習 として の⾳楽家、フ
ラン ェル ーが 1 に した合唱
練習 である。

本では声楽学習者の の教 として、ま
た⾳楽⼤学の 学 の 題として、 しばしば
使われている。様々な ⼦、リズム、⾳程を
使して歌う教本で、各曲にはア セント、

の も かく かれている。 ではハ
に まら における の相互作⽤や

を含む練習曲がある。 において ェル ー
は 唱 でま は楽 の けなしに う き
であると ている i ように、 は楽 で⾳
を出さ ⾳程をとり、あとで ア を い て

して使う教 である。

ン ー
ン ー とは タリアの作曲家、教育者の

ジュ ン ー (1 1-1 1)によって
作曲された リーズ ⾳唱 による練
習曲である。ソルフェージュとして使⽤するの
は 論、 ⾳唱 なので発声のト ーニン に
も有効であり、 ア 伴奏があるため、ハーモ
ニーを感じて歌うことが⼤切である。 度や表
現に しての や もあり、 の楽曲と
して様々な ⾳で歌うと い。 この練習は楽曲
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の歌唱での ⾳ の い に ⼤ い に 役 で あ
う。 度に っ て 、 5 、 25 、 15 と

する。

ル トー マル ー ジ
タリアの リトン歌 で あ り声楽 教 である
ル トー マル ー ジ (1 22-1 )に よっ

て作曲された練習曲 で あ る 。 ン ー と い
ーに タリア が け ら れ て い るの

で、 タリア歌曲 に う と す る 為 の と
も⾔うことが出来る。

きわめて単 タリア か ら ま り 、 題
が むに れて 、 し い声の 技 術 と あ い まって

タリア のニュアン も 要 さ れ る 。 しかし
本 はあくまでト ーニン の 為 の も の であ
り、詩の表現とか ⾳ 楽 的 な内容と い う も のは
える必要はない 。 と あ る よ う に 、 ⾳ 楽 と⾔
葉の歌い⽅を重 し て い る 。 ま た 、各曲 には

唱 な ど の練習の ーマが明
され、練習⽅ な ど の 意 が か れ てい

る。ま は ン ー の よ う に ⾳唱 で練習
し、 タリア を 読 し て か ら練習す る ことが

されている。

曲 唱、 ー ル ー ン ンの 唱 で
の歌唱は、ある程度 の 発声の 知 識 と で し
い ⾳程を歌うこと が 必 要 で あ る 。 楽 奏 者の
には、 に⾳が ー ジ で き 、 の に その⾳
があるのに、声に 出 し た に う ⾳ に な ってし
まう ー がある 。声を ど の よ う に ント ー
ルすれば いの か を発声と ⾔ 葉 か ら え てみ
る。ま 、使われ る ⾳ は 、 お お よ そ 本⾳
での ⾳から ト⾳ で あ り 譜 この⾳

を 由に声と い う 楽 で 表 現 し な け れ ばなら
ない。その 、 ⾳ か ⾳ か の 識 を 必
必要がある。

【 】 曲 の ⾳

前 した り、声は声帯の である か
ら声帯を に えてみると、 ⾳では は く

い。その の は ⾳より く い。それ
に し、 ⾳の は く く ンと り、
の は ⾳より く い。では が声を出そう
と (この場合声帯 )を使ったときの の

性を らし合わ てみる。 表 は
使うと く く くなる 性があるため、
⾳を出すときは く くなる声帯 を らか

く ばし、 ⾳を出すときは くな うとする
を ばして くする必要がある。 ⾳を出

す 、声帯 が んで くなり
が がるのはその為である。

このようにある程度、声を ント ールする
為の知識を ことにより、 な⾳程をとる
のに⼤いに役 のである。

⾳ の の ⽤ の

の の の

⾳ い い く か

⾼ ⾳ い い く い

⽤ 時 い い く い

唱 での は o e i a o a i
の タリア で あり、⼤きく の ⾳が使わ
れ、この   A の ⾳は、 の での使う
場 や け⽅が なっている。
声帯の が で き、 から発 ら

れるとき の ⾳は発 に さを伴うため、発
⾳し らくなり、その ⾳程が がってしま
う。 の ⾳に しても、 さはあるが の

で発 されるため い声になり⾳程が がっ
てしまうことがある。したがって の
⼀ ⾳の i は、 ⾳で く い ⾳ を伴
うため⾮常に発声し らい ⾳となり 、 唱

で も 意する⾳程であり である。
このように、⾳の や発 による原理の

い を、前もって知っておくことで、より な
唱 の が られるのである。
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【 図 】 の ⾳ の 作

ール ー ン ン で は 、楽 典 で 学んだ様々
なリズム、 ⼦ 、 ⾳ 、 、 ⾳程を 使して

唱 す る が 、 意 を 明 に し て練習する
ことが⼤切で あ る 。 ー ル ー ン ン No. 5
) を に て練習す る にあたっ

ての 意 を て み る 。

【 】  

合 ⼦ で あ り ⼤ き な ⼦ で える。
アウフタ トの 曲 で あ り 、 にア セント
を付けな い 。 ⼦ の を 意 識 す る 。

ン ー ン は 、 が タ で ばれ
る 、 に が す る 。

の ⾳ や で ⾳程が く ならないよ
う気を付 け る 。

の前 の ⾳ は し く し 、
れない。
⾳程を歌う と き に 、 ⾳ 、 ⾳ 、 ⾳程な
どの意識 を 。 ま た 、 ⾳ か ら ⾳への繋
がりに 意 す る 。

によ っ てリズムが ま っ て し まわない。

以 のよう な を 意 し な が ら 教則本を歌唱す
ることで、 楽 典 の 理 解 が 実践さ れ まるのであ
る。

と
  

と
では、 は実 に楽曲で使われているリズム

から、そのリズムを様々な教則本で練習してみ
る。 の楽譜は 直作曲の の い出
の⼀ 譜 であるが、有 歌曲のこの曲
の と でリズムが う がある。

よく う としては さいて が 連 で
歌われる きであるが、 さいーて ( )
になることがしばしばある。 また の にお
って は の ⾳ で歌う必要がある。

【 】 作 曲 の

このような、歌いわけを明 にするために 教
則本ではこのような練習がある。

ール ー ン ン No. a)
ール ー ン ン No. ) では、

を 割、 割、 割にし、さらに付
⾳ を さ ることにより、⼀ の の

でそれらを歌い ける練習がある。 また、 ー
ル ー ン ンにはア セント 号があり ⼦
感を伴った練習になる。

【 】  

【 】  

ン ー 5 No.22 では 連
表 されていないが、 ⼦ Allegro i ace

のこの曲は 連 のような いとなる。
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そして、リズム練習だ け で な く や ⾳
の練習も てい る 。No.25 で は

される 連 の伴奏 に お い て 付 ⾳ や 連
を歌い、伴奏と の 性 を 学 。
また、 ン ー は 唱 で は な く 、 ⾳

唱 をすること に よ り 、 よ り い発声を さ
なければならな い 。

【 】

【 】

さらに ン ー で は 、 ー ル ー ン ンと
は なり 度や 曲 が さ れ て い る 。 その
くの⾳楽⽤ は タリア で あ る が 、 そ の⽤
の意味をどのよ う に 読 み 解 く か 、 楽 曲 の 演奏に
おいて重要であ る 。

ン ー 5 No.22 で は 度 は
Allegro i ace と さ れ て い る 。楽 典 の に
は Allegro は に i ace は 発 に と
されて、 ⾳楽⽤ と し て の 意 味 を す ること
に まっている が 、Allegro に は 、⾔ 葉 の 本
来の意味として 気に 、 気な と い う意味
もある。 じよ う に i ace に は く 明な
という意味もあ る 。 た だ さ だ け ではな
く 様な意味を 知 り 、 そ れ を伴っ て 演 奏 するこ
とは楽曲の理解を め、 演 奏 表 現 を よ り なも
のにする。

⾳ 楽 ⽤ の の

⾳ 楽 ⽤ 語 イ タ リ ア 語 の 意 味

Largo 幅 広 く 緩 や か に 広 い 豊 か な

余 裕 の あ る

Lento お そ く 緩 慢 な の ろ い

Moderato 中 庸 の 速 さ で 穏 和 な 控 え め な

Allegro 快 速 に 陽 気 に 明 る い

楽 し い 元 気 な

Vivace 活 発 に 鋭 い 活 気 の あ る

鮮 明 な す ば し っ こ い

Presto 急 速 に 迅 速 な す ぐ に

機 敏 な

程 よ く 伸 ば す 停 ⽌ 停 留 所

morendo だ ん だ ん 遅 く 消 え

て い く よ う に

だ ん だ ん 死 ん で い く よ

う に

弱 く 、 ⼩ さ く 平 ら な ⽔ 平 の

静 か に ゆ っ く り と

強 く ⼤ き く 丈 夫 な 激 し い 濃 い

深 く

に 連 の練習として、 タリア の歌詞
を伴った、 ル トー マル ージを り

る。 この教則本では各練習曲に題 が いて
おり、何を練習するのか明 である。No.1

は er ine( 連⾳ ) と題され、曲の解
説はこのように かれている。

これを歌う前に⼀度 Concone5 の No.22 
No. 1 ar を 習して しい。 の
un poco pi mosso から まる も
で ア ⾳が かめるように。un estro は
な る ウ ト 。impro isare は ム

ー 。 orrei の rr に気を け orei
になら よう。 o は 。estasi の s は る
quasi も 様。 alliam の ll do iamo の な
どに 意 。 i

というように学 ⽅が かく解説され、 ⾳程、
リズム、そして を含む 声の学 や、 タ
リア の リズムを 、いかに⾳楽の ⼦
やリズムに るかを重 している。伴奏があ
るという で、 ン ー と する 声感を

うための教則本であるが、 に タリア で
の歌唱により 、発⾳練習に有効である。あくま
でも⾔葉の発⾳と⾳楽の 性を重 し、あえ
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て詩の内容を 表 現 す る こ と は めて いない。

【 】

じ 連 を練習す る にあ た っ て 、 教則本によ
って学 は く 、何を練習す る の か を明 にす
ることは、 ー に お い て 、 ど の を え
るのかを明 に し てト ーニン す るのかと
じである。 そ し て 、 楽 典 の 知 識 を かす練習は
楽典の知識 を める に も繋が る 。

楽典では ⾳程に き⾳ を 学 。 ⾳ と
⾳ 、そし て 、 そ の の ⾳ の よ う な い で教

が さ れ て い る 。 そ も そ も 教 は
⾳ と ⾳ の ル ー で あ る が 、 それを知っ

ている受 ⽣は ど れ だ け い る の か 。 また、教
は して の ⾳ で は な く 、 様 々な で楽

曲の で し い と な っ て を 現 しているの
を知れば、 演 奏 す る で も⾮常に 味 いもの
となる。た だ 楽 典 の 知 識 と し て だ け でなく、楽
曲から楽典 を 知 る相互 の発 も っておき
たい。

と

の ーマ教 で は 様 々 教 が めら
れ、 紀 ま で の ー ⾳ 楽 を⽀ して
い た。その は タ ー 内に お け る⾳の

を し、 現 の⾳ の よ う に ⾳が必
⾳になる と は っ て い な い 。 1 1 紀に

かけて 能 声が 発 す る に伴い ニア
と リア が⾳楽

を⽀ する 本的 な ⾳ と な り 、 の と
に発 し 12 の と 12 の が

した。

【 】

【 】

えば、 リーン リー は ン ラ
ン として くに に知られているが、こ
こに リア という教 が
使われている。楽譜ではニ として 譜され
ているが、 リア では の⾳
は が付かないため、 では が使
われている。この を演奏すると教 で
の作 を 感できるのである。

【 】

【 】

【 】

リ ア
また、フラン の作曲家フ ー の作 に
リ ア という、その の りリ ア
が使われている歌曲がある 歌詞

の内容は、リ アという ⼥を め え、 そ
のリ アに する え が われ、もはや

ことも出来ない。といった内容であるが、
⼥の 前とリ ア を

け、リ アへの 的な を歌った詩であ
る。教 を⽤いることによって、 ⼥の
しさや気 が に表現されている。歌曲で
は、 ラの作 とは い 、声 によって
が されるが、この曲においてはリ ア
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であることを し で 演 奏 し た い もので
ある。

【 】 作 曲

【 】

において 、無 性 以 は 12 の と
12 の によっ て 作 曲 さ れ る の が ⼀ 的 で
あるが、教 が ⾳ 楽 に なニュアン を

えていること を 、 楽 曲 を し て感じ る ことが
できる。この教 の ニア

が へ、 リア が
へと発 し、 作 曲 家 は い ら し て 性を

め作曲するわけ で あ る が 、 楽 典 の 学 に おいて
は、各 による や の 譜 の や ⾳の

性を 度 に表 し 、 ど ら か と い え ば 学的
な学 をする。 そ の 学 が無 的 な も の に ま
らないよう、 作曲 家 か ら の で 性 を さらに

えてみる。
ター を 12 に し た の

⽣により、 の よ う な ⾳ の は ら
れないが、⼀ の 楽 で あ ら る の 演 奏が
能になった。そ れ に よ っ て ハは
ラ ーア曲 と い う 、 す て の と
を した⼤ 作 を 作 曲 し た が 、 性 の
様々な を作 曲 家 は ど う え て い る の か、作
曲家の はこ の よ う に 問 い か け て い る。

ラ の曲 は ど う し て 題 に 号が付い
ているのか は 楽 し い 、 は

しい ハ は 、ト は
性には が あ る

には単なる 明 る い い で は なく、
もっと かく 性 に を感じ る と する
⾳楽家た も な く な い 。 な み に 、 こ のよう
に本来は の (⾳ )を と して
も感じることを 感 と い い 。 に ⾳に
を感じるのは と い う 。

の の

ハ ⻑ 調 ⽩ 基 礎 と な る 濁 り の な い ⾳ 階

へ ⻑ 調 緑 、 春 ⾃ 然 の 緑 が 萌 え ⽴ つ

ト ⻑ 調 ⻘ 、 夏 ⻘ 々 と 茂 る ⾃ 然 の 景 ⾊

ニ ⻑ 調 ⻩ ⾊ 、 ⾚ 鮮 や か な ⾊ 彩

このように に感じる は、 のよう
な ( 度の い )に い ージだが、

の うは、明度と 度が い ら た
い ― や のような― を連 さ

る。もはや という感 より ト の
度合い を 出した⽅が いかも知れない。
vii

        ストレス強

     

根暗                  哀愁

               

        ストレス弱

【 図 】 の

Nina から詩と 性を読み解く
典 タリア歌曲に Nina という歌があ

る。 前に んでしまったニー の を受け
れることが出来 、ニー の で 、 、
ン ルを らし、どうかニー の を い て

くださいと、切々と える歌である。
から まるこの曲は は p で に

しているニー の をしている。
あえて という⾔葉は使わないで、

の に た ーを奏ることに
より、 に しさが すのではないか。
Nina という 前が で 度 り され、

⼆ 調

ハ 調

ト 調調

ハ 調

調 ロ 調

イ 調
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じ⾳ で 度、 そ し て 度 に は ⾳ が くなり
Nina という 前 も 付 のリズムに よ り さ
れている。 す る と 然ト へ し f で や

が ら さ れ る である
への 然 な で あ る が 、 明 る いト で

⼤きく ら さ れ た 、 、 そ し て ン ル
は、無 であ る と か り 必 に なってニー

を こそ う と し て い る が え る。
そして、ま た に り のニー を こ
しておくれ と の ⾳ で
り し歌われ る

典で た は、 の ⾳ を学 が、
この Nina で 度 を含む 声 ⾳ では
なく、 ⾳ の に 練さ れ た しさを、
この楽曲を し て感じ る の で あ る 。

【 】 作

【 】 作

【 】 作

モー ルト ル ー が 実 な の
を いたと き か ら総合的 に 読 み 解 く

楽典で学 は ⾳ か ら 、 、 ⾳
で受 の を え る が 、 楽 曲 の でその学
の必要性がわか る の で あ る 。 し か し 、いざ楽曲
に り んだ 、歌詞の内容や ⾔ 葉 の発⾳、 そ
して発声に と らわれ 、 楽 典 で 学んだ 理論との相
互 がな さ れ て い な い こ と が し ば しばある。
モー ルトの ル ー が 実 な の

を いたと き と い う 曲 が あ る 。 タ トルの
り、ル ー が 実 な の を やしなが

ら、 が えて えてしまったとしても、
に の を えた は、 の の でこれから
も え けるだ う、と歌った⼥の のこも
った作 である。

1 紀 といえば、 学 において
ー の きウ ル ルの み を 表とす

る と⾔われる があり、理性に
する感 の が、このような作 を⽣んだ

の だ う 。 (表 )で さ れ た の ト
で も いハ で かれているのも、この

作 の しさを っている。
ま 、 f で ま る 前 奏 のア セ ントは タ
ートではなく、 タ ー モで かれ

ている これを タ ートで演奏す
ると、この曲には り合いであり、 タ
ー モで かれていることに するだ
う。⾳楽⽤ タ ー モは 1/ の
さと⾔われているが、⾳楽⽤ は楽曲の で、

表 のような を伴って理解し、演奏す
ることで本来の意味を学 のである。

ル ー は を に じ、 geht u grunde
geht u grunde くがいい く
がいい と り しているが、 ihr inder der 

elancholie の⼦ た よ と、p によ
って えていく を おしく表現している。
これは p で まるのではなく、むし より
付けられている。

で わった の からはハ の
になり、 ア の ートは かい

⾳で の を表している。
しかし、その の な は や を く
となる。 な なら と、 ア の ートは

⾳ の きの⾳ となり、 それは だけのた
めに歌ったのでは無いのだから 、とト で歌
われ sang の で は リの 度 の ⾳ が使
われ、 を感じさ るような意味 いものと
なる。

はまた、ハ になり、 実な が
いた をお前た と 、その が えて

えても、その への の は の で で
を て するのである。
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【 】 作 曲

の

【 】 作 曲

の

【 】 作 曲

の

【 】 作 曲

の

【 】 作 曲

    の

この曲はハ ( ) ト
ハ の ハ ( )

ハ という の で 然 な が⾒られ
るが、モー ルトは詩の内容に ま わる

、 理 、場 な ど を 声や 性の
で に表現 し て い る 。 こ の を しっか

り かみ歌唱することで、 な感 する
必要はなく、この詩の内容は 表現すること
ができる。とこ が⼤ 、楽曲を歌唱するにあ
たっては発声にとらわれ、 と⾔葉に さ
れ、 った 由な 性や個性ありきの演奏
になることが く、そこには 、 もはや⾳楽理論
的な解釈がなおざりになっている。

このような学 の はフラン ではすでに
⾔ されており、⾳楽を総合的に学

ormation usicale(フ ルマ ン ュ
ジ ル ) という⾳楽教育がなされている。

. 
1 紀から 2 紀にかけて、フラン の芸

術 に する たな きが こり、⾳楽教育
においてもソルフェージュ教育の 本的な⾒直
しがされた。ソルフェージュはそもそも、⾳楽
の各要 を して学 を めるという教育

にあるため、その技術的能⼒の 度 は、⾳
楽的能⼒と必 しも⼀ しない。 的に総合
かされなければ⾳楽表現は 実しないという
えから、 たな理 フ ルマ ン ュー
ジ ル が 唱され、実 の楽曲から教 を
める⽅ がとられた。 i i i

５
者は様々な現場で⾳楽教育に携わっているが、

現場によって や声楽 の有無も様々であ
る。ア ー の ⽅で、⼤ より 学 の
⽅が習 が い場合があり、かえって 者の
悪い習癖が習 の になることもある。⾳楽
の学 において、その にあった、そして、

の有無にあった を常に している。

育 で 、 の をしているが、
⼤ がまだ しいだ うと っていることが、

にとってはその が無いことがしばしば
ある。リズムと ⼦に学 のため、⾳ や 、

⼦ 号を ト ー に いたが、 に
とって めて⾒る に 感は無く、むし

の⽅が い。また、 で理解するより を
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使って 感し 楽 し み な が ら え る こ とが重要で
あると感じた 。

の歌唱で気に な る の は 、 ま リズムと⾳
程である。こ れ が け る と ⾳ 楽 が しないの
を 然と感じ、 楽 典 の 必 要 性 を 識した。歌
唱においてリズムに れ な い は 、⼀ のリ
ズムで ⼦ が 出来な い ー が く、また、
歌 声を出 す と っ て い る が あ る が、⾳楽の

要 であ るリズムと ー が ⼤切である
ことや、 な歌は の で は な く である
ことへの理解 は ら れ た 。 そ こ で 、 ま 楽しく
⾳程を実感す る 為 に 、 タ ー を い⾳は
し がみ、 い ⾳ は を して、

⾳の を に よ っ て 表 し な がら
で歌うのは効 的 で あ る 。

   【 】        【 】

⾳程に して は 、 や は り ア の は ⾳と
⾳を知る で 的 に有効で あ り 、⾳ の

前を える り み をマ トを使い ーム
感 で って い る 。 に の

のマ トを し に ⾳ を ってもらう
ことにより 、 で の け合う 様⼦も⾒ら
れた。

   【 】      【 】

⾳楽教 で の ⼤ の⽣徒の と し ては、楽譜
が読めない⽣徒で は 、 ⾳ の き えで歌唱す

るため、 ア 伴奏と歌うのは⾮常に しい。
リズム、 ⼦、⾳ の理解の無いまま歌詞だけ
を⾒て、⾳ の歌い しで歌唱するためである。
そこで、 で読む必要のない、 ⾳唱 の
ン ー 5 を発声のために り んでみた
が、何を り に歌えば い か からないため、

は楽典の学 と ール ー ン ンから
めることとなった。しかし、しばらく ール
ー ン ンを けるに れ、歌唱に ⼦感や⾳
程感の が感じられた。 それによって、伴奏
との⼀ 感のある歌唱が られた。

芸術 ー ⽣ の⽣徒の場合、 ⾳が
な⽣徒は 曲 唱や ール ー ン ンも
なことが いが、 ア の⽣徒でこの

ような がある。 では⾳程が ージ出来
ているが、声に出した に ージした りの
声が出 、発声に があることがわかった。
この場合は発声 や ⾳による発声の い を
説明し実践することが、 しい⾳程で歌唱する
のに効 的であった。

また、声楽の⽣徒に いては、楽曲の演奏 で
⾳ の の⾳程が す たことから、教

則本 ル トー マル ージの No. ( ⾳ )
を練習することにした。その練習に より に

⾳ が歌えるようになった。
アン ン ルの においてはア ラの曲

を必 り ることにより、 ア 伴奏での
的⾳感ではなく、 的⾳感を 感し

その い に れる。また、 ト ーニン
により きのある声を し、 声を で感

じる練習をしている。

ンでは、声楽 者ではあるが
った発声から ⾳が出ない、 が れる、

の け⽅に癖があるなど、さまざまな問題を
えた⽣徒がいる。発声 の な 識が
出来ておら 、 意 を無理に使おうとして
⼒みが⽣じていることもあり、原因を⾒極める
のが しく、 その で歌っているため、
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直すのは⼀苦労で あ る 。 そ し て 、 そ の習癖が⾳
程やハーモニー感の悪さ に繋が る こ と が あり、
⼀概にソルフェ ー ジ ュ ⼒ の 問 題 と は ⾔ え無い 。
また、以前受けた声楽 教育が何ら か のトラウマ
になり、精神的 な 理 由 に よ り声が 出 に く くなる
こともあり、原因も さ まざま で あ る 。

５. まとめ
楽典を含む⾳楽 理 論 の 知 識 、 教則本の有効な使
い⽅、楽曲の演 奏 は相互作⽤が⾮常に ⼤ きく、
常に連携する必 要 が あ る 。【 図 ５ 】

     教則本

⾳楽理論        楽 曲
【 図 ５ 】 ⾳ 楽 理 論 、 教 則 本 、 楽 曲 の 相 互 作 ⽤

注
i 菊 池 有 恒 楽 典 ⾳ 楽 家 を 志 す ⼈ の た め の 新 版

⾳ 楽 之 友 社 (1996) p.18-19 
i i イ ラ ス ト は 無 料 素 材
i i i ク リ ス テ ィ ア ン ・ ス テ ー ン ス ト ロ プ 前 川 陽 郁

⻄ ⽥ 和 久 訳 ⼼ の 歌 で 吹 け 株 式 会 社 ウ イ ン グ
(2020) p.4  

iv Franz Wüllner 信時潔訳 Chorübungen der
Münchener Musikschule

  全訳 コー ルユーブンゲン 79 版改訂版
  ⼤阪開成館 (2022) p.6
v 畑中亮輔 サルバト ーレ・マルケー ジ 株 式 会 社
  全⾳ 楽 譜 出 版 社第１版 (2007) p.4  
vi 畑中亮輔 サルバト ーレ・マルケー ジ 株 式 会 社
  全⾳ 楽 譜 出 版 社第１版 (2007) p.６   
vii 吉松隆 調 性 で 読 み 解 く ク ラシック 株 式 会 社
ヤマハミュ ー ジックエンタテ イメン ト ホ ー ルデ

  ィ ン グ ス 出 版部第 11 版 (2018) p.10〜 p.13
vii i ⼆宮洋 ソ ル フ ェ ー ジ ュ は何の た め に 学ぶの

か？〜そ の ⽬ 的 と指導法を 解 く〜 株 式 会 社共同
⾳ 楽 出 版 社初版 (2020) p.15(参照 )

参考⽂献
1)⽯桁真礼⽣ 丸⽥昭三 ⾦丸威和雄 末吉保雄
飯⽥隆 飯⽥信義
楽 典 理 論 と実習 株 式 会 社 ⾳ 楽 之 友 社

  昭和 63 年第 63 刷発⾏
2)菊 池 有 恒 楽 典 ⾳ 楽 家 を 志 す ⼈ の た め の 新 版

株 式 会 社 ⾳ 楽 之 友 社 (1996)

声楽の楽曲は歌詞を伴うため、詩の内容を よく
理解し、発声や発⾳に気を付けることは⼤切で
あるが、作曲家がその詩の⾔葉に添った⾳楽や
リズムにおいて作曲している為、⾳楽理論的解
釈で歌唱すれば必然と重要な⾔葉や詩の内容が
表現されるのである。

そして演奏に必要とされる技術こそがアート
(芸 術 )の本来の 意 味 で あ り 、 そ れ を 様 々 な ⾓ 度
から研鑽するために、教則本の役割は⾮常に⼤
きい。楽譜を総合的に読み解くとは、単なる読
譜能⼒だけでは無く、実践を伴った⾳楽理論的
知識や教則本などに培われた技術が必要であり、
それが演奏者の個性や表現⼒へと繋がっていく
のである。各教育現場では、⽣徒の能⼒に応じ
て理論をいかに説明し どの教則本を使うか、ま
た、⽣徒の楽曲の演奏から、どんな練習が必要
かを⾒極めることが⼤切である。

譜例作成に ⽤ い た 楽 譜 と イ ラ ス ト
1) Franz Wüllner 信時潔訳 Chorübungen der
Münchener Musikschule

  全訳 コー ルユーブンゲン 79 版改訂版
  ⼤阪開成館 (2022) p.45  p.54111

2)畑中亮輔 コンコーネ 50 番 中声 ⽤ 株 式 会 社
  全⾳ 楽 譜 出 版 社 p.50〜 p.51 p.58〜 p.59
3)畑中亮輔 サルバト ーレ・マルケー ジ 株 式 会 社
  全⾳ 楽 譜 出 版 社第１版 (2007)p.6 p.28〜 p.29
4)⼭本⽂茂 ほか５名 ⾼校の ⾳ 楽１ 株 式 会 社 ⾳

楽 之 友 社（平成 20 年） p.23 p.60
5)⼭本⽂茂 ほか８名 新 ⾼校⽣の ⾳ 楽３

株 式 会 社 ⾳ 楽 之 友 社（平成 20 年） p.31
6)畑中亮輔 イタリ ア 歌 曲集 (1) 中声 ⽤ 株 式 会 社
全⾳ 楽 譜 出 版 社 p.112〜 p.113

7)畑中亮輔 ド イツ歌 曲集 株 式 会 社全⾳ 楽 譜 出
版 社第１版 (1995)p.30〜 p.31

8)オカリナ楽 譜配信サイ ト おとタマ
http ://ototama .com/music/folksong/score .php?id
=234（ 2023 .1.3 閲覧）

9) illustAC
https://www.ac-illust.com/main/search_res
ult.php?search_word=声帯&sl=ja&qid
=&creator=&ngcreator=&nq=&srt=dlrank&
orientation=all&format=all&color=all      
(2023 .1.3 閲覧、ダウ ン ロ ー ド）

   




